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・
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・
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災
訓

練
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南部 ・ 岩代 ・ 上南部地区

訓練日時　１１月８日 （土）　午後７時から

　　　　　　　（予備日） １１月１５日 （土） 午後７時から

訓練内容　地震 ・ 津波避難訓練 （夜間）

　 ①シェイクアウト訓練

　　　大地震を想定し、 参加者全員が訓練開始の放送

　　　を合図にシェイクアウト訓練を実施してください。

　 ②避難訓練 （①の後）

　　　サイレンを合図に、 津波浸水想定時間までに高台

　　　へ避難してください。

問い合わせ　総務課　消防防災室　 ☎ 72 ‐ 2051

シェイクアウト訓練とは？

　 シェイクアウト訓練とは、 ２００８年にアメリカ合

衆国で始まった地震防災訓練です。

 　地震の際の安全確保行動である 「命をまもる３

動作」 を誰でも、 どこでも、 気軽に、 簡単に行う

ことができる防災訓練です。

防 災 訓 練 を 実 施 し ま す （ 夜 間 ）

日高広域消防協議会総合消防演習を実施します

問い合わせ　教育学習課　☎ 74 ‐ 2191

対象児童　平成３１年４月２日～令和２年４月１日生まれの児童

　　 各校とも午後に実施予定

　◆南部小学校　　　１０月２１日 （火）

　◆岩代小学校　　　１０月 ２日 （木）

　◆上南部小学校 　１０月２９日 （水）

　◆高城小学校　　　１１月１２日 （水）

　◆清川小学校　　　１０月２２日 （水）

　令和８年度、 町立小学校への入学予定児童の就学時健康診断（内科・歯科・知能検査など）を次のとおり実施します。

来年度小学校入学児童の就学時健診を実施します

　 自分で書いた遺言書を法務局に預けることで、 様々なトラブルを防ぐことができる制度 （自筆証書遺言書保管

制度） について、 法務局職員が分かりやすく説明します。  

日 時　１０月１５日（水） １４ ： ００～１５ ： ００

会 場　和歌山地方法務局 田辺支局 田辺市文里１丁目１１－９ 

　　　　　　和歌山地方法務局 御坊支局 御坊市薗３６９－６ 

　　　　　　※和歌山地方法務局 （説明会会場） の映像をライブ配信します。

定 員　８名 （完全予約制）

参 加 費　無料

予約締切　１０月１４日（火） 正午

予約 ・ 問い合わせ　

　 和歌山地方法務局総務課　☎０７３－４２２－５１３１ （自動音声案内５番） 

　 世界農業遺産 「みなべ ・ 田辺の梅システム」 が、 認定されてから１０年を迎える

にあたり記念式典を開催するとともに、 今までの取組を振り返り未来につなぐ農業遺

産を考えるシンポジウムを開催します。 みなさんお誘いあわせの上、ご参加ください。

日 時　１０月１７日（金） １0 ： ００～１５ ： ００

会 場　ガーデンホテル　ハナヨ （田辺市文里 2-36-40）

内 容　 ・ 基調講演　　　　　　　　

　　　　　　 ・ 地域の取組発表

　　　　　　 ・ ビデオレター　　　　　　

　　　　　　 ・ パネルディスカッション

　　　　　　 ・ 農業遺産関係の展示

問い合わせ　

　 みなべ ・ 田辺地域世界農業遺産推進協議会事務局 （役場うめ課内）　☎ 33-9370

　 南海トラフ巨大地震が発生した想定で、みなべ町町民グラウンドにて建物火災消火訓練及び林野火災消火訓練、

倒壊した建物からの人命救助訓練を行います。

　 また、 航空隊のご協力により防災ヘリコプターを使った訓練も行います。

内容　 ・ １１時からみなべ町防災広場で防災ヘリコプターによる物資搬送訓練。

　　　　 ・ 物資搬送訓練が終わり次第、 町民グラウンド上空へ移動し防災ヘリコプターによる救助訓練。

　　　　☆住民の方も訓練の見学ができますので、 ぜひお越しください。

※訓練中は、 防災ヘリコプターの離着陸や消防車のサイレン音が鳴りますので、 災害発生と誤認されないよう、

ご注意ください。

訓練日時　１１月９日 （日） ９ ： ３０～ 11 ： 40

駐車場　みなべ愛之園こども園駐車場、 みなべ町防災備蓄倉庫前広場、 みなべ町役場

問い合わせ　総務課　消防防災室　☎ 72-2051

自筆証書遺言書保管制度説明会の開催

世界農業遺産 「みなべ ・ 田辺の梅システム」
認定１０周年記念式典 ・ シンポジウムの開催について

※新入学児童のご家庭には案内通知を

　 送付しています。

※時間等の詳細については通知をご覧

　 ください。

LINE やメールで防災行政情報を配信しています

　 屋外スピーカーや宅内の戸別受信機以外に、 ＬＩＮＥやメールによる防災行政情報の配信を行っていま

す。 受信方法については下記ＱＲコードを読み取り、 設定を行ってください。

〇 LINE

〇電話放送案内サービス

QRコードを読み取ると町公

式アカウントの画面が表示

されますので、 「友だち追

加」 を押してください。

QRコード を 読 み 取 っ て 空

メールを送信し、 画面に沿っ

て設定を行ってください。

０１２０－３７６－７４２（通話料無料）
上記の電話番号に電話を掛けると、 ガイダ

ンスが流れ、 放送内容が確認できます。

bousai.minabe-town@

raiden2.ktaiwork.jp へ空

メールを送信することでも設

定可能です。

〇メール

↑お申し込み
　 はこちら
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８
月
18
日
、
町
は
有
限
会
社
下
村
重

機
（
下
村
正
一
代
表
取
締
役
）
様
、
株

式
会
社
池
田
土
木
（
池
田
智
昭
代
表
取

締
役
）
様
、
株
式
会
社
土
井
建
設
（
土

井
智
代
表
取
締
役
）
様
、
株
式
会
社
岩

本
興
産
（
宮
本
晋
哉
代
表
取
締
役
）
様
、

株
式
会
社
田
中
建
設
（
田
中
健
司
代
表

取
締
役
）
様
と
「
災
害
時
に
お
け
る
仮

設
ト
イ
レ
の
貸
与
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
等
に
町

の
依
頼
に
応
じ
て
仮
設
ト
イ
レ
を
貸
与

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
、
近
畿
大
学
生
物
理
工
学

部
と
文
芸
学
部
の
学
生
26
名
と
教
員
７

名
が
み
な
べ
町
を
訪
れ
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や

ま
紀
州
地
域
本
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
み

な
べ
に
お
い
て
、
う
め
課
職
員
が
世
界

農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
こ
の
ほ
か
、
町
内
の
農

園
を
訪
れ
、
梅
の
塩
漬
け
や
天
日
干
し

の
作
業
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
の
質
問

を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た
土

井
さ
ん
の
自
宅
に
町
長
が
訪
問
し
、「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
方
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋

ね
す
る
と
「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も

食
べ
て
い
る
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

益
々
の
ご
長
寿
を
祈
念
し
ま
す
。

　

８
月
17
日
、
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
宇
陀
市
室

生
運
動
場
（
奈
良
県
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
少
年
女
子
の

部
で
和
歌
山
県
代
表
選
手
の
ひ
と
り
と

し
て
山
本
み
ず
穂
さ
ん
（
神
島
高
校
３

年
）
が
出
場
し
、
見
事
団
体
で
優
勝
し

ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
10
月
５
～
７
日
に
滋

賀
県
愛
荘
町
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

まちのできごと

近
畿
大
学
の
学
生
が 

み
な
べ
町
の
「梅
」を
学
習

土
井
幸
次
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
で 

全
国
大
会
出
場
へ

建
設
業
者
有
志
５
社
と 

災
害
協
定
を
締
結

建設業者のみなさんと町長

山本みず穂さん（右）と山本町長

梅について学ぶ学生

土井さんと山本町長

　

行
政
相
談
は
、
行
政
の
仕
事
や
手

続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、「
困
っ

て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
や
相
談
を
お
受
け
す
る
も

の
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
連
絡
な

ど
、
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
月
、
行
政
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
紙
や
町

内
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
の
行
政
相
談
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

３
日
（
金
）
み
な
べ
町
役
場

【巡
回

（特
設
）
相
談
】　

　

21
日
（
火
）
高
城
公
民
館

　
　

〃　
　

  

清
川
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30

　

分
～
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
72-

２
０
５
１

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
１
件
あ
た
り
約
30
分

場
所　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　

４
１
０
会
議
室

　

（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
）

※
各
振
興
局
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
相
談
も
可
能

受
付
期
間　

11
月
７
日
（
金
）

　

９
時
か
ら
受
付
開
始

※
事
前
予
約
制
（
先
着
６
名
）
と
な

り
ま
す
。
予
約
が
埋
ま
り
次
第
、
受

付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

和
歌
山
県
庁
人
権
政
策
課

　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族
の
方
な
ど

を
対
象
に
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
が
電
話
及
び
面
接
に
よ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

※
面
接
相
談
は
、
で
き
る
だ
け
事
前

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約　

　

公
益
社
団
法
人

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
飼
い

主
に
対
し
て
、「
市
町
村
へ
の
犬
の

登
録
」
と
「
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
速
や
か
に
登
録
及
び
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狩
猟
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

も
狩
猟
が
解
禁
に
な
る
前
に
、
必
ず
登

録
と
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
済
み
の
犬
が
亡
く
な
っ
た
時

は
、
台
帳
整
理
を
し
ま
す
の
で
、
生

活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
法
第
27
条

　

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
は
20
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。（
抜
粋
）

①
犬
の
登
録
の
申
請
を
せ
ず
、
鑑
札

　

を
犬
に
着
け
ず
、
又
は
届
出
を
し

　

な
か
っ
た
者

②
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ず
、

　

又
は
注
射
済
票
を
着
け
な
か
っ
た
者

問
い
合
わ
せ　

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

く
ら
し

９
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間

被
害
者
支
援
無
料
相
談

特
設
人
権
相
談
の
開
設

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
願
い

くらしの情報
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Information くらしの情報

　

農
業
や
建
設
業
な
ど
の
事
業
で
使

用
す
る
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道

走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
所
有
す

る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
対
象
と
な
り
、
町
へ
の
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
に
該
当
す
る
車
両
を
お
持
ち

の
方
は
申
告
の
う
え
、
標
識
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
条
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

車
両
は
大
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す

る
た
め
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
乗
用
で
な
い
も
の
は
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
告
受
付
場
所　

税
務
課

申
告
に
必
要
な
も
の　

《
販
売
店
か
ら
購
入
の
場
合
》

　

①
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

　

②
販
売
証
明
書

《
そ
の
他
の
場
合
》　

　

他
者
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
や
、

以
前
か
ら
所
有
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
を
お
持
ち
の

方
は
申
告
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
農
作
業
機

は
、
令
和
元
年
12
月
25
日
に
「
農
耕

作
業
用
ト
レ
ー
ラ
」
と
し
て
、
道
路

運
送
車
両
法
施
行
規
則
別
表
第
一
に

お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る

農
耕
作
業
用
自
動
車
に
指
定
さ
れ
、

大
型
特
殊
自
動
車
ま
た
は
小
型
特
殊

自
動
車
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
型
特
殊
自
動
車

に
該
当
す
る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ

は
、
こ
れ
ま
で
償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ
っ
た
も

の
が
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
へ

の
申
告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72-

２
１
６
２

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払
う

給
与
か
ら
住
民
税
（
市
町
村
民
税
＋

県
民
税
）
を
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与

所
得
者
（
従
業
員
）
に
代
わ
っ
て
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
、
地
方
税

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務　
　
　
　
　
　
　
　

　

毎
年
５
月
に
、
特
別
徴
収
義
務
者

あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の

税
額
を
毎
月
給
料
か
ら
徴
収
し
、
合

計
額
を
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
各
従

業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。

納
期
の
特
例
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の
事
業

所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の
納
期

を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72-

２
１
６
２

　

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
給
与
等

を
支
払
っ
た
事
業
所
等
は
、
令
和
８
年

２
月
２
日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書

を
各
市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
の
対
象
者
は
、
令

和
７
年
中
に
給
与
、
賃
金
等
を
支
払
っ

た
方
全
員
（
専
従
者
給
与
、パ
ー
ト
代
、

ア
ル
バ
イ
ト
代
も
含
ま
れ
ま
す
。）
と

な
り
ま
す
の
で
、
在
職
し
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
の
途
中
で

退
職
し
た
方
、
１
回
で
も
給
与
等
を

支
払
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

税　

金

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
て
い
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
は
申
告
が
必
要
で
す

区 分 農耕作業用 その他のもの

大 き さ 制限なし 長さ4.7m、幅1.7m、高さ2.8m以下

総 排 気 量 制限なし 制限なし

最 高 速 度 35km/h 未満 15km/h 以下

種 類

農耕用トラクター、農業用

薬剤散布車、刈取脱穀作業

車(コンバイン)、田植機等

フォークリフト、ショベル・ローダ、

タイヤ・ローラ、草刈作業車等

給
与
支
払
い
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

所
得
税
の
「
基
礎
控
除
」
や
「
給
与

所
得
控
除
」
に
関
す
る
見
直
し
、「
特

定
親
族
特
別
控
除
」
の
創
設
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
分
年
末
調
整
な
ど
、
令

和
７
年
12
月
以
降
の
源
泉
徴
収
事
務

に
変
更
が
生
じ
ま
す
の
で
、
書
類
の

作
成
方
法
や
注
意
点
等
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
不
要
で
す
。

【
み
な
べ
町
会
場
】

日
時　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

１
階

【
納
税
協
会
会
場
】

日
時　

11
月
14
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

御
坊
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
各
会
場
共
通
）

持
参
品　

筆
記
用
具

問
い
合
わ
せ　

　

御
坊
納
税
協
会

　

☎
０
７
３
８
‐
22
‐
１
６
６
０

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
難
聴
児
を
対
象
に
、
言
語

の
習
得
、
教
育
等
に
お
け
る
健
全
な

発
達
を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
の

購
入
（
修
理
）
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
は
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
で
す　

◆
み
な
べ
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18

　

歳
未
満
の
者

◆
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と
し

　

て
30
㏈
以
上
70
㏈
未
満
で
、
身
体

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら　

　

な
い
者

◆
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
医
師

　

が
、
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
言
語

　

の
習
得
等
、
一
定
の
効
果
が
期
待

　

で
き
る
と
判
断
す
る
者

問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課　

☎
72-

２
１
６
１

　

農
地
に
つ
い
て
次
の
行
為
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
及
び
許
可
が
必
要
で
す
。

○
形
状
変
更
（
埋
立
、
切
り
盛
り
な
ど
）

○
農
地
の
転
用
（
農
地
の
全
部
ま
た

　

は
一
部
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転

　

用
す
る
場
合
）

○
農
地
を
贈
与
や
売
買
等
に
よ
り
所

　

有
権
移
転
す
る
場
合

○
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合

問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
（
産
業
課
内
）

　

☎
72-

１
３
３
７

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採

の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
。
無
届
け

や
無
許
可
に
よ
る
伐
採
を
し
た
場

合
、
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
１
ha
（
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
場
合
は
0.5‌

ha
）
を
超
え

る
森
林
の
開
発
行
為
を
行
う
場
合

は
、
県
へ
の
許
可
申
請
（
林
地
開
発

許
可
申
請
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

種
類　

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ

　
　
　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

対
象　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
（
趣
味
も

　
　
　

含
む
）
す
る
方　

　
　
　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
た
め
、

　
　
　

巣
箱
を
設
置
し
た
方

提
出
期
限　

毎
年
１
月
末
ま
で

※
す
で
に
飼
育
し
て
お
り
届
出
を
出

し
て
い
な
い
方
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

日
高
振
興
局　

農
業
水
産
振
興
課

　

☎
０
７
３
８
‐
24
‐
２
９
４
６

助　

成

難
聴
児
へ
の

補
聴
器
購
入
費
助
成

お
知
ら
せ

農
地
に
つ
い
て
事
前
に 

届
出
及
び
許
可
が
必
要
な
も
の

森
林
の
立
木
伐
採
に
は
届
出
を

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方
は

届
出
が
必
要
で
す

令
和
７
年
分
年
末
調
整

説
明
会
の
開
催

↑飼育届について
　 QRコード
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土
地
所
有
者
に
と
っ
て
、
地
籍
調

査
事
業
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。

○
土
地
取
引
が
円
滑
に
で
き
ま
す

　

正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿
に

反
映
さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
土
地

取
引
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

　

土
地
の
境
界
が
不
明
確
だ
と
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち
で
す

が
、
地
籍
調
査
を
す
る
こ
と
で
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
課
税
の
適
正
化

　

固
定
資
産
税
の
課
税
基
礎
と
な
る

土
地
の
面
積
が
正
確
に
測
量
さ
れ
る

た
め
、課
税
の
適
正
化
に
役
立
ち
ま
す
。

○
境
界
確
定
の
費
用
が
か
か
ら
な
い

　

個
人
で
境
界
を
確
定
す
る
た
め
に

は
、
測
量
や
法
務
局
へ
の
申
請
な
ど

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
地
籍
調

査
で
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

　

「
農
業
振
興
団
体
等
助
成
事
業
」

に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会
で

は
、
活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
み
な
べ

町
の
農
業
を
め
ざ
し
、
農
業
振
興
に

つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、
研
究
事
業
、

地
域
づ
く
り
事
業
の
取
り
組
み
に
対

し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

町
農
業
の
活
性
化
を
図
る
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

　

農
業
振
興
に
取
り
組
む
町
内
在
住

の
３
人
以
上
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

助
成
対
象
事
業
等

　

①
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

②
地
産
地
消
の
取
り
組
み

　

③
食
の
安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み

　

④
研
究
事
業

　

⑤
そ
の
他
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

　
　

地
域
で
の
新
た
な
取
り
組
み

※
既
に
実
施
済
み
の
も
の
や
他
の
機

関
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る

も
の
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

実
施
期
間　

令
和
７
年
12
月
１
日
～　

　
　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
15
日

※
令
和
７
年
12
月
～
令
和
８
年
３
月

　

に
事
業
開
始
す
る
も
の
に
限
り
ま

　

す
。

募
集
期
間

　

令
和
７
年
10
月
１
日（
水
）
～

　

10
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

提
出
書
類

　

事
業
申
込
書
、
事
業
計
画
書
、
予

算
書
な
ど
（
提
出
書
類
の
用
紙
は
、

産
業
課
に
置
い
て
い
ま
す
）。

選
考
方
法
等

　

農
業
振
興
協
議
会
で
書
類
に
よ
る

一
次
選
考
と
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
二

次
審
査
会
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
を
も
と
に
農
業
振
興
協

議
会
の
承
認
を
受
け
、
本
事
業
予
算

額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交
付
の
可
否

及
び
金
額
を
決
定
し
ま
す（
助
成
金

の
限
度
額
は
上
限
50
万
円
以
内
と

し
、
助
成
率
は
対
象
と
な
る
経
費
の

10
分
の
９
以
内
と
し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

農
業
振
興
協
議
会
事
務
局

　

（
産
業
課
）
☎
72- 
１
３
３
７

10
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
を

実
施
し
ま
す

農
業
の
活
性
化
を
図
る

新
た
な
団
体
活
動
を
支
援
し
ま
す

募　

集

県
立
産
業
技
術
専
門
学
院 

生
徒
募
集

出願期間 申込方法 試験日 試験会場 募集訓練科

県立田辺産業
技術専門学院

令和７年
１０月６日
～１１月４日

高等学校等に在
籍中の方は学校
の先生を通じて
申し込み下さい。
その他の方は公
共職業安定所（ハ
ローワーク）にご
相談下さい。

令和７年
１１月１５日
午前９時３０分

田辺市新庄町
１７４５－２

自動車工学科　（２年制）
情報システム科（２年制）
ビジネス事務科（１年制）

県立和歌山産業
技術専門学院

和歌山市小倉
９０

【２年制】自動車工学科、理容
科、メカトロニクス・CAD科

【１年制】建築工学科、
　　　　デザイン木工科

問い合わせ 県立田辺産業技術専門学院　   ☎０７３９ ‐ ２２ ‐ ２２５９

　　　　　　　県立和歌山産業技術専門学院　☎０７３- ４７７- １２５３

　

就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
の
公
的

な
職
業
訓
練
と
し
て
「
実
践
コ
ー
ス

Ｏ
Ａ
事
務
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
３
日
～
11
月
14
日

訓
練
期
間　

　

令
和
７
年
12
月
10
日

　
　
　
　
　

～
令
和
８
年
３
月
９
日

定　
　

員　

15
名

※
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相

談
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
別
途

テ
キ
ス
ト
代
９
，
６
８
０
円
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

中
紀
技
能
訓
練
協
会

　

☎
０
７
３
８
‐
63
‐
１
５
０
０

　

技
能
検
定
と
は
、
働
く
上
で
身
に

付
け
る
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ
る
技

能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家

検
定
制
度
で
、
試
験
に
合
格
す
る
と

合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
定
職
種

　

建
築
大
工
、配
管
、
機
械
検
査
な
ど

等
級　

特
級
～
３
級

受
験
資
格

　

等
級
に
よ
り
一
定
の
実
務
経
験
が

必
要

試
験
日
時
・
会
場

　

令
和
７
年
12
月
５
日
（
金
）
～
令
和

８
年
２
月
15
日（
日
）
の
間
で
試
験
日

及
び
試
験
会
場
を
指
定
し
、
受
験
票

で
通
知

受
験
手
数
料

　

学
科
試
験
：
３
，
１
０
０
円　

　

実
技
試
験
：
職
種
に
よ
り
異
な
り　

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

受
付
期
間

　

令
和
７
年
10
月
２
日
（
木
）

　
　
　

～
令
和
７
年
10
月
15
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

和
歌
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
４
５
５
５

第２０回　
みなべ町スポーツ大会

開催日　１１月１６日 （日）

　　　　　　　　　２３日 （日）

参加者の募集については、

今月の折込チラシを

ご覧ください。

１０月１日は「土地の日」  １０月は「土地月間」です

　土地は、 国民のための限られた貴重な資源です。

　将来の子どもたちのため、 明日の豊かな暮らしのためにも土地

の有効利用が大切です。

　土地の有効利用の実現のためには、 国や地方公共団体ができ

る限りの取り組みを行うことはもちろんですが、 何よりも土地施策

への皆さまのご理解とご協力が不可欠です。

実
践
コ
ー
ス
Ｏ
Ａ
事
務
科

受
講
者
募
集

令
和
７
年
度

後
期
技
能
検
定
に
つ
い
て

試　

験

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

１０月２９日 （水） 9:３０～10:30
「ホールで体育遊び ・ 自由遊び」

上南部こども園

☎ 74-3022

10月5日（日）　8:30～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

１０月１６日 （木）　10:00～11:00
「自由あそび」 ※ほっこりルームでもあそべます。

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

１０月７日 ・ ２１日 （火） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください
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ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診
※受付時間は問診票を

ご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和7年６月・令和6年１２月生まれ）
１０月８日 （水）

１歳６か月児健診 （令和6年２月・３月生まれ）

マタニティー＆

ベビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

１０月２４日 （金）

10：00～11：30

令和８年度

こども園・保育所入所申し込みについて

　 令和８年４月にこども園 ・ 保育所の入所を希望さ

れる方の申し込みを受け付けています。 所定の用

紙により、 子育て推進課またはこども園のいずれか

へお申し込みください。

期間　１０月１日（水）～１０月３１日（金）

＊町外施設 （幼稚園含む） の利用を希望される方

　 も、 同様の申し込みが必要です。

＊申込者多数の場合、保護者の就労状況等により、

　 保育の必要性による優先順位とさせていただくた

　 め、希望する施設に入所できない場合があります。

＊令和８年５月以降に入所を希望される場合は、 ４

　 月以降の申し込みとなります。

令和８年度

学童保育所入所申し込みについて

　 令和８年４月に学童保育所の入所を希望される

方の申し込みを受け付けています。 所定の用紙に

より、 子育て推進課または各学童保育所のいずれ

かへお申し込みください。

期間　１０月１日（水）～１０月３１日（金）

＊保護者の就労状況等を審査し、入所を決定します。

　 こども家庭センター Tetote です。

 　Tetote は、 妊婦さんや子育て中の皆さんの相

談窓口です。

　 妊娠、 育児に関する相談はお気軽にどうぞ。

☆妊娠中の貧血を予防しましょう☆妊娠中の貧血を予防しましょう

　 妊娠中は、 赤ちゃんや胎盤の発育のため、 鉄の

必要量が増加し、 貧血になりやすくなります。

　 貧血は、 微弱陣痛や出産時の異常出血、 産後

に母乳の出が悪くなる原因となります。

　 バランスの良い食事、 サプリメント、 鉄剤の服薬

など、 主治医と相談しながら対策をしましょう。

Tetote ～てとて～ 通信

 　様々な事情により、 家庭を離れて暮らさなけれ

ばならない子どもを自分の家庭の一員として迎え

入れ、 深い愛情と理解をもって養育する人を里親

といいます。 里親制度に対する理解を進めるため、

こども家庭庁は毎年１０月を 「里親月間」 と位置づ

け、 集中的な広報活動を実施しています。

 　里親センターほっとでは、 里親制度の普及啓発

活動や、 里親支援を行っています。 里親月間に合

せて紀南地方の各地で里親パネル展、 相談会、 街

頭キャンペーン等を予定しています。みなべ町では、

１０月１０日 （金） １１時３０分から１３時に A コープ

みなべ店にて街頭キャンペーンを実施します。 里親

に関心のある方は、 是非お声がけください。

問い合わせ　里親支援センターほっと　

　　　　　　　　 ☎ 34-2735

　　　　　　　　 子育て推進課 　☎ 33-7550

「里親支援センターほっと」からのお知らせ

～１０月は「里親月間」です～

   特定健診の結果で精密検査と判定された方、精

密検査はお済みでしょうか。

　 生活習慣病は気づかないうちに病気が進行しま

す。 精密検査の案内がでるのは、 「重大な病気の

可能性があるから」 というサインです。

　 できるだけ早く病院を受診することで、 病気の重

症化を防ぐことができるので、 要精密検査の判定

が出た方は早めに受診をしてください。

日　 時　３日・１０日・１７日・２４日・３１日の金曜日

　１８:００～21:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の 18 歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点でみなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室は中止します。

１ ０ 月 の ト レ ー ニ ン グ 教 室

令和7年度

みなべ町特定健診を受けた方へ

　 臓器移植は、 臓器提供者の方々はもとより、 広

く社会の理解と支援があってはじめて成り立つ医

療です。

 　平成２２年に施行された改正臓器移植法により、

ご本人の臓器提供に係る意思が不明の場合でもご

家族の書面同意により脳死下での臓器提供が可能

となりましたが、 依然として多くの方が移植を受け

られる日を心待ちにしておられます。

　 厚生労働省では、 臓器移植が正しい理解に基づ

きさらに進むように、 毎年１０月を 「臓器移植普及

推進月間」 と定め、 啓発を行っています。

臓器移植普及推進月間
「いのちへの優しさとおもいやり」

　 ２大失明原因である緑内障と糖尿病網膜症は、

初期には自覚症状が全くありません。

 　あなたの目の健康を守るため、年に一度は眼科

専門医で診てもらいましょう。

目 の 愛 護 月 間

　 町内をレントゲンバスが巡回します。

巡回日　１０月２３日（木）

対　 象　今年度、 胸部検診を受診していない４０歳

　　　　　 以上の方

※巡回場所や時間は、 今月の広報紙と一緒にお届

　 けしたチラシをご覧ください。

胸部（結核・肺がん）健診を受けましょう

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

　 インフルエンザワクチンと新型コロナウイルスワク

チンの定期接種が１０月１日より始まります。 対象の

方には問診票を郵送しておりますのでご確認くださ

い。

対 象 者　 ・ １０月１日時点で６５歳以上の方

　　　　　 　 ・ ６０歳から６４歳の方で、 心臓 ・ 腎臓 ・

　　　　　　　　呼吸器・ヒト免疫不全ウイルスの疾患で

　　　　　　　　身体障害者手帳１級程度に該当する方

自己負担　インフルエンザワクチン　１，５００円

　　　　　　　新型コロナウイルスワクチン　３，０００円

接種期間　令和７年１０月１日

　　　　　　　～令和８年１月３１日

高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス

ワクチン接種のお知らせ
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１０月のテーマ展示

１階

２階

「心に栄養を」

「月を見あげたら」

　 食事は体と心に栄養を与えてくれます。

おいしいお米に旬の野菜とフルーツ。 そし

て、 だれかと一緒に食べる喜び。 栄養たっ

ぷりのご飯を、 さあ、 めしあがれ！

　 月や星がかがやく宇宙。 じつは、 地面

から１００km以上はもう宇宙なのだそうで

す。 （１００ｋｍは自転車で５時間くらい！） 

意外と近い宇宙について知ってみません

か？

上南部分館 おはなしの会

１０月８日（水）午後３時３０分から

今月のオススメ
今月のオススメ

『サメのイェニー』
リーサ・ルンドマルク　作 （岩波書店）

『ウ
ミ
ガ
メ
博
物
学
』

亀
崎
直
樹　

著

（南
方
新
社
）

『実
は
お
も
し
ろ
い
古
典
の
は
な
し
』

三
宅
香
帆

・
谷
頭
和
希　

著 

（笠
間
書
院
）

『世
界
の
ス
ゴ
イ
彫
刻
』佐

藤
晃
子　

著

（Ga
k
k
e

n

）

   小学二年生の女の子、 イェニーはサメが大好き。

一人で過ごし、 静かに話すところ、 勇敢なところが、

自分と似ているから。 けれども先生からは、 授業中に

手をあげて大きな声で話しなさいと言われ、困ったイェ

ニーはある日、 水族館で出会ったサメに悩みを相談

することに…。

そのほかにこちらも

４日（土）

６日（月）

９日（木）

１１日（土）

１４日（火）

１８日（土）

２０日（月）

２３日（木）

２５日（土）

２７日（月）

３１日（金）

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

手づくりの小さな絵本展

（～１9日）

休館

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

休館（館内整理日）

ゆめよみ館は祝日も開館しています

ゆめよみ館 
１０月のカレンダー

こんな本、いかが？

　古くなるなどの理由で除籍した図書をリサイクル資

料として提供します。

期　間　１１月１日（水）～１１月２７日（木）	

場　所　ゆめよみ館　１階展示コーナー

※お持ち帰りは、 お１人２０冊まで。

※１１月４日（火）から、 岩代分室でも実施します。

図書リサイクルフェア

　 夏に募集を行った「手づくりの小さな絵本」の展示を

下記のとおり行います。

１０月１1日（土）～19日（日）　ゆめよみ館

１０月２4日（金）～２6日（日）　上南部分館

１１月   8日（土）～   9日（日）　清川公民館

手づくりの小さな絵本展

 　１０月２5日（土）～１１月９日（日）の期間中は、 何冊

借りていただいてもＯＫ！ （新刊 ・ 雑誌 ・ 視聴覚資

料は対象外です。） なお、 貸出期間は２週間です。

上南部分館でも行います。

読書の秋！ 「借りたい放題」

消費者ホットライン 「１８８」

 　消費者センター等では、 消費生活に関する様々な相談

や苦情を受け付け、 解決のお手伝いをしています。 買い

物や契約等のお困りごとや心配なことはひとりで悩まず、

お気軽にご相談ください。

 　例 ) 定期購入の解約、 高額契約のトラブル、 覚えのな

い請求　など

　 全国共通の電話番号 「消費者ホットライン」 局番なし

「１８８」 （いやや）

※県や市町村等お住いの地域の消費生活相談窓口をご

案内します。

各 種 相 談

マイナンバー
カードの交付等
に係る休日開庁 
（事前予約制）

日時 １０月１２日（日）

9:00～12:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

内容 カードの交付 

　　　 申請、 再交付 

　　　 申請など 

※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

※予約がない日は開庁 

　 しません 

夜間 （土曜日） ・
小児救急診療所

日時 毎週土曜日

１８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター 

　　   ☎ 26-4909

延長窓口 
（事前予約制）

日時 毎週木曜日

１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

交付できる証明書 

・ 住民票の写し

・ 印鑑登録証明書

・ マイナンバーカー 

　ドの交付　など
※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政 

・登記【要予約】

相談

人権侵害や行政手続きに関する相談
▼登記相談予約／申込みは１０/２(木) まで 総務課 

☎ 72-2051
１０/３(金) 13:30～15:30 役場

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談
産業課 

☎ 72-1337

消費者ホットライン

☎１８８
１０/２（木） 13:00～15:00 役場

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは１０/１５(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
１０/２２(水) 13:00～16:00 役場

生活 

相談

自立支援相談員（西牟婁振興局）による生活や就労の困りごと相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
１０/２８(火) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
１０/７・１４・２１・２８（火） 13:30～15:30 役場

教育相談
学校生活に関する相談 教育学習課

☎ 74-2191
平日 9:00～16:00 生涯学習センター

こども 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ その他こどもに関する相談 子育て推進課
【こども家庭センター】

☎ 33-7550平日 9:00～１６:００ ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談 みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談 日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
１０/１０（金） 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
１０/１１(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）
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人 の う ご き

８月末現在 （前月比）

男 ５，４２３人 （-5人）

女 ５ ,９５７人 （-10人）

人口 １１，３８０人 （-15人）

世帯数 ４，８３８世帯 （-6世帯）

８月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上） 3４.8％

7人
18人
17人
21人

第１８回みなべ町文化祭のご案内
【大展覧会】

会期　１０月２５日（土）～１０月２６日（日）　９ ： 00 ～１９ ： 00 （日曜日は午後４時まで）

場所　みなべ町生涯学習センター （中央公民館） / 南部公民館

【芸能まつり】

会期　１１月３日 （月 ・ 祝）　

開場　１２時３０分　/　開演　１３時

場所　みなべ町ふれ愛センター２階　プララホール

※詳しい内容等は、 一緒にお配りしている別紙折込チラシをご覧ください

「和歌山県小学校人権の花運動」 写真コンテスト

京都産業大学と包括的連携協力に関する協定書を締結

　 「第４３回和歌山県小学校人権の花運動」 写真コンテストが実施され、 県内１１３校の中から、 清川小学校が

最優秀賞、 高城小学校が優秀賞、 岩代小学校 ・ 上南部小学校が奨励賞に選ばれました。 人権の花運動は、

次代を担う児童が協力して花を栽培することにより、 「思いやりの心」 を育んでもらうことを目的に実施されて

います。

　 ９月８日、 みなべ町と京都産業大学は、 「包括的連携

協力に関する協定書」 を締結しました。

　 この協定は、 みなべ町と京都産業大学の双方が包括的

な連携のもと、 地域資源の活用と人材育成を通じた地域

活性化を推進するため連携協力するもので、 産業 ・ 観光

の振興、 情報化、 まちづくりの推進に関すること、 文化 ・

教育の振興に関することなど、 教育研究を通じた地域の

振興と地域人材の育成を図ることを目的としています。

▲岩代小学校

▲清川小学校

▲上南部小学校

▲高城小学校

京都産業大学学長在間敬子さん（左）と山本町長
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UME-1 グルメ甲子園

入賞 梅料理レシピ㉕

みなべ町で開催するイベント 「UME-1 フェスタ in 梅の里

みなべ」 で、高校生が考えたオリジナルの梅料理を競う 「グ

ルメ甲子園」 が行われています。 ここでは、 これまでに入

賞した梅レシピをご紹介します。 ぜひ、 ご家庭でも！

第８回 第３位　

京都府 立命館宇治高等学校　

チーム 梅のトリコ

　　　『うめぇ！運命の梅色ボール』

【作り方】

【材料】 （３人前）

ごはん……どんぶり１杯（約１５０g）

豚ロース肉……………………９枚

桜でんぶ…………………大さじ１

梅干…………………５粒 （お好み）

大葉……………………………２枚

塩胡椒…………………………少々

ごま油…………………ひとまわし

焼肉のタレ……………ひとまわし

マヨネーズ……………………少々

白ごま…………………………少々

① ボウルにごはん ・ どんぶり１杯と桜でんぶ ・ 大さじ１を入れ、 切るように混ぜる。

② 梅の種をとり、 包丁で刻んだものをごはんに混ぜる。

③ 混ぜごはんを９等分して、 ふりふりごはんボールに詰める。

④ ふりふりごはんボールをボールになるまで振る。 （ふりふりごはんボールがなければ、 ラップで大さじ１く

　　らいを包み、 丸める。）

⑤ しそを半分に切る。

⑥ 豚ロース肉を広げ、 塩胡椒で下味をつけ、 ごはんボールが見えなくなるように巻く。

⑦ 熱したたこ焼き器にごま油を引き、 肉の巻き終わりが下になるように置き、 中火で焼く。

⑧ 全体に火が通ったら、 ９つのうちの 3 つに塩胡椒で味付けをし、 半分に切ったしそを下に引いてさらに

　　焼く。

⑨ 残りの６つは、 焼肉のタレを回しかけてさらに焼く。

⑩ ３種類に分けて、 トッピングをのせる

　  a. 焼肉のタレ、 マヨネーズ、 梅

　  b. 焼肉のタレ、 白いりごま、 梅

　  c. 塩胡椒、 しそ、 梅

⑪ 盛り付けて完成。

UME-1 サイト

　　　　　　　 ワンポイントアドバイス

　　　　　　　 混ぜごはんの梅やトッピングの梅の量は、 お好みで調節してください。 レシピでは、 しそ梅を使

用していますが、 白干梅、 かつお梅干、 はちみつ梅干などでも美味しくいただけます。


